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10
月
１
日
は
国
勢
調
査
の
日

皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す

国
勢
調
査
は
国
の
最
も
基
本
的
な
調
査

で
、
５
年
ご
と
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

人
口
を
正
確
に
把
握
す
る
ほ
か
、
世
帯

構
成
、
少
子
・
高
齢
化
社
会
の
状
況
、
就

業
状
況
、
住
宅
状
況
な
ど
日
本
の
最
新
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
は
、
行
政
の
大
切
な
基
礎
資

料
と
な
り
、
児
童
・
高
齢
者
の
た
め
の
福

祉
施
策
や
雇
用
、
生
活
環
境
な
ど
わ
た
し

た
ち
の
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
生
か
さ

さ
れ
ま
す
。

国
勢
調
査
で
集
計
さ
れ
た
人
口
は
、
法

定
人
口
と
し
て
、
議
員
定
数
の
決
定
や
地

方
交
付
税
の
算
定
基
礎
な
ど
に
も
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
は
自
主
財
源
（
市
が
独
自

に
確
保
で
き
る
市
税
収
入
な
ど
）
の
少
な

い
市
町
村
に
と
っ
て
、
国
か
ら
配
分
さ
れ

る
大
切
な
財
源
で
す
。
伊
万
里
市
で
も
歳

入
の
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

つ
ま
り
、
伊
万
里
市
に
お
住
ま
い
の
一

人
ひ
と
り
の
正
確
な
調
査
は
、
向
こ
う
５

年
間
の
伊
万
里
市
の
収
入
を
左
右
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
す
。

調
査
員
を
は
じ
め
と
す
る
調
査
関
係
者

が
調
査
結
果
を
他
に
漏
ら
し
た
り
、
調
査

票
を
統
計
以
外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と

は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
記
入
さ
れ
た
調
査
票
は
厳
重
に

保
管
さ
れ
、
集
計
が
終
わ
っ
た
の
ち
溶
解

処
理
さ
れ
ま
す
。

総
務
大
臣
か
ら
任
命
さ
れ
た
３
６
５
人

の
国
勢
調
査
員
が
、
９
月
23
日
（
金
）
か

ら
各
世
帯
を
訪
問
し
、
調
査
票
を
配
布
し

て
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
票
は
、
10
月
１
日
（
土
）
以
降
に

受
け
取
り
に
お
伺
い
し
ま
す
。

国
勢
調
査
は
、
10
月
１
日
現
在
で
日
本

に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
を
対
象
と
し

て
行
い
ま
す
。
住
民
登
録
と
は
関
係
な
く
、

ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
場
所
で
調
査
し
ま
す
。

▼
10
月
１
日
現
在
で
、
す
で
に
３
か
月
以

上
伊
万
里
市
に
住
ん
で
い
る
人

▼
10
月
１
日
前
後
を
通
じ
て
３
か
月
に
わ

た
っ
て
伊
万
里
市
に
住
む
こ
と
に
な
っ

て
い
る
人

た
と
え
ば
、
９
月
に
引
っ
越
し
て
き
た

人
や
９
月
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
な
ど
も

対
象
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
２
か
所
以
上
に
住
居
を
持
っ
て

い
る
人
は
、
寝
泊
ま
り
す
る
日
数
の
多
い

方
で
調
査
し
ま
す
。

【
世
帯
員
一
人
ひ
と
り
に
関
す
る
項
目
】

氏
名
、
男
女
の
別
、
出
生
の
年
月
、
世

ＱＱ

Ｑ 帯
主
と
の
続
柄
、
勤
め
先
な
ど
の
名
称
や

事
業
内
容
（
産
業
）、
本
人
の
仕
事
の
内

容
（
職
業
）
な
ど
12
項
目
あ
り
ま
す
。

【
世
帯
に
関
す
る
項
目
】

世
帯
の
種
類
、
世
帯
員
の
数
、
住
居
の

種
類
・
床
面
積
な
ど
５
項
目
あ
り
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
統
計
法
な
ど
の
法
令
に

基
づ
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
申
告
の
義

務
が
あ
る
た
め
、
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

調
査
票
に
氏
名
を
記
入
す
る
の
は
、
調

査
事
項
が
誰
に
つ
い
て
調
査
さ
れ
た
も
の

な
の
か
を
確
認
し
、
調
査
漏
れ
や
重
複
調

査
を
防
ぐ
た
め
に
必
要
で
す
。
ま
た
、
記

入
内
容
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
の
照
会
に

必
要
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
氏
名
は
、
正

確
な
調
査
を
実
施
す
る
た
め
の
も
の
で
あ

っ
て
、
登
録
や
集
計
の
対
象
と
な
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

調
査
期
間
中
に
自
宅
を
留
守
に
す
る
場

合
は
、
情
報
広
報
課
市
民
サ
ー
ビ
ス
係
に

連
絡
し
、
調
査
票
の
配
布
・
回
収
日
時
を

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
大
切
な
未
来
の
た
め
の

資
料
に
な
り
ま
す

●
市
の
大
切
な
収
入
（
地
方
交
付
税
）

の
算
定
基
礎
に
な
り
ま
す

●
個
人
の
情
報
は
守
ら
れ
ま
す

●
国
勢
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す

●
市
民
す
べ
て
が
対
象
で
す

伊
万
里
市
で
調
査
を
受
け
る
人
は
？

ど
ん
な
こ
と
を
調
べ
る
の
？

氏
名
が
登
録
さ
れ
る
の
で
は
？

Ｑ
９
月
下
旬
か
ら
10
月
上
旬
ま
で
旅
行

な
ど
で
留
守
に
す
る
場
合
は
？

【
国
勢
調
査
に
つ
い
て
質
問
】

Ｑ
個
人
情
報
保
護
法
の
適
用
は
？

■
問
合
先
　
市
役
所
１
階

情
報
広
報
課
市
民
サ
ー
ビ
ス
係

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
２
２
５

内
線
２
２
６
）

大切な未来のために！



42005.9

伊万里市は、第３次の行政改革大綱を策定し、行財政基盤の強化や、行政運営の効率化による健全
な行財政運営の確立、市民サービスの向上に積極的かつ継続的に取り組んでいます。
今回は、平成１６年度の実績報告と平成１７年度の推進計画の概要についてお知らせいたします。

行
政
の
透
明
性
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
と
の

協
働

き
ょ
う
ど
う

や
、
男
女
協
働
参
画
を
推
進
し
ま
し
た
。

■
市
長
と
市
民
と
の
直
接
対
話
に
よ
る
市
民
参
画
を
推
進

平
成
14
年
度
か
ら
地
区
公
民
館
で
開
催
し
て
い
る
『
さ
わ

や
か
伊
万
里
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
』
に
つ
い
て
、
平
成

16
年
度
で
全
13
地
区
を
一
巡
し
ま
し
た

【
実
績
】
５
公
民
館
で
の
開
催
、
参
加
人
員
平
均
１
２
７
人

■
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
導
入

市
が
重
要
な
施
策
や
計
画
な
ど
を
立
案
す
る
際
に
、
そ
の

案
と
関
連
資
料
な
ど
を
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
公
表
し
、

広
く
市
民
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
案
に
い
か
せ
る
か
ど

う
か
を
検
討
し
、
そ
の
結
果
と
市
の
考
え
方
を
公
表
す
る

制
度
の
導
入
を
決
定
し
ま
し
た

■
公
民
館
長
の
公
募

地
区
公
民
館
長
の
地
域
に
お
け
る
公
募
方
式
を
導
入
し
ま

し
た

【
実
績
】
13
公
民
館
の
館
長
の
公
募

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
事
務
の
効
率
化
に
努
め
ま
し
た
。

■
窓
口
業
務
の
取
扱
い
時
間
の
延
長

平
成
15
年
度
に
引
き
続
き
、
毎
週
火
曜
日
に
窓
口
（
交

付
・
証
明
）
業
務
の
取
り
扱
い
時
間
に
つ
い
て
、
19
時
ま

で
延
長
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
し
た

【
実
績
】
平
均
６
・
１
４
人
の
来
庁
（
対
前
年
比
１
・
６
人

の
増
）

■
Ｐ※

Ｆ
Ｉ
制
度
の
活
用
に
よ
る
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
統
合

市
内
４
か
所
あ
る
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
統
合
に
つ
い
て

民
間
活
力
を
導
入
し
、
経
費
の
縮
減
な
ど
を
図
る
た
め
、
Ｐ

Ｆ
Ｉ
導
入
調
査
と
公
募
を
実
施
し
ま
し
た

■
戸
籍
電
算
シ
ス
テ
ム
の
導
入

来
庁
者
の
待
ち
時
間
の
短
縮
と
事
務
処
理
の
迅
速
化
を
図
る

た
め
、
戸
籍
電
算
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た

定
員
管
理
の
適
正
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
職
員
提
案
を
奨

励
し
、
職
員
の
意
識
改
革
と
能
力
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

■
既
存
事
務
に
対
す
る
職
員
の
削
減
と
新
た
な
事
務
事
業
に
対

す
る
増
員
の
抑
制

【
実
績
】
前
年
度
職
員
数
に
対
し
て
９
人
の
職
員
の
削
減

（
平
成
16
年
４
月
１
日
現
在
）

■
職
員
提
案
制
度
の
活
用

さ
わ
や
か
市
政
に
係
る
職
員
提
案
を
実
施
す
る
な
ど
職
員
提

案
制
度
の
周
知
と
提
案
を
募
集
し
ま
し
た

【
実
績
】
41
人
（
グ
ル
ー
プ
）
70
件
の
応
募

■
民
間
企
業
に
お
け
る
派
遣
研
修
の
充
実

民
間
企
業
の
顧
客
に
対
す
る
考
え
方
や
応
対
の
姿
勢
な
ど
を

学
ぶ
た
め
、
派
遣
研
修
を
実
施
し
ま
し
た

【
実
績
】
５
人
の
職
員
の
派
遣

財
政
の
健
全
化
や
、
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

■
財
政
健
全
化
計
画
の
策
定

持
続
可
能
な
弾
力
性
の
あ
る
財
政
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
、

８
月
に
財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
し
、
人
件
費
等
の
削
減
な

ど
そ
の
具
体
的
方
策
の
推
進
に
努
め
ま
し
た

■
公
営
企
業
等
の
経
営
の
健
全
化

・
病
院
経
営
健
全
化
実
施
計
画
を
推
進
し
、
病
院
理
念
の
制
定

や
接
遇
研
修
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
医
療
事
務
の
民
間

■
平
成
16
年
度
実
績
報
告
■

①
【
行
政
へ
の
市
民
参
加
の
推
進
】

②
【
事
務
事
業
の
見
直
し
】

③
【
行
政
運
営
体
制
の
確
立
】

④
【
財
政
の
構
造
改
革
】
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委
託
に
よ
る
職
員
削
減
に
努
め
ま
し
た

・
水
道
使
用
量
の
確
認
に
つ
い
て
ハ
ン
デ
ィ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル

検
針
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
経
費
の
縮
減
を
図
り
ま
し
た

【
実
績
】
６
０
０
万
円
の
経
費
の
縮
減

■
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し

下
水
道
使
用
料
や
ご
み
処
理
手
数
料
な
ど
を
改
定
し
、
受

益
者
負
担
の
適
正
化
を
図
り
ま
し
た

■
市
長
等
特
別
職
給
与
等
の
見
直
し

市
長
（
５
％
）、
助
役
（
４
％
）、
収
入
役
（
３
％
）、
教
育

長(

３
％
）
の
給
与
を
削
減
し
、
経
費
節
減
に
努
め
ま
し
た

【
実
績
】
１
８
７
万
５
千
円
の
削
減

平成１３年度から平成１７年度までの計画期間で定めてい
る第３次行政改革大綱の計画期間も最終年度を迎えています。

また、国によって進められている三位一体の改革により、
市の財政状況も大変厳しくなっています。このような中、限
られた財源や人材などを有効的かつ効率的に活用する自治体
経営を推進するため、次のようなことに取り組みます。

■市民協働推進条例（仮称）の制定
市民、市民団体、事業者および市の協働により、新しい公
共を創造するための基本理念を定めることにより、多様な
価値観を認めあう豊かで活力あふれる地域社会を実現する
ことを目的とした市民協働推進条例を制定します

■庁内電話のダイヤルイン化等
直通電話による市民への迅速な対応や交換業務の規模縮小、
ＩＰ電話の導入によるコスト縮減を図ります

■公営企業等の経営の健全化
病院経営健全化実施計画の推進や経営診断結果報告に対応
した各種病院健全化方策を実施します

■諸手当の見直し
期末勤勉手当2.5％カットや県内旅費日当の廃止、管理職手
当のカットにより、経費の縮減に努めます

■新地積課税の実施
地籍調査事業実施済区域について新地積による課税の検討
を進めます

■公金収納の拡充
軽自動車税の納付場所をコンビ二エンスストアや郵便局ま
で拡充します

■周辺自治体の市町村合併に伴う一部事務組合等の事務の共
同処理の再検討
伊万里・北松地域広域市町村圏組合などの規約の変更等の
検討や協議を進めます

※詳しい内容については、市役所１階の市民情報
コーナーや、各町公民館に備えつけている『平
成１６年度実績報告』『平成１７年度推進計画』
をご覧ください

※伊万里市のホームページでもご覧いただけます
http://www.city.imari.saga.jp
◆問合先 企画政策課（内線403)

■平成17年度推進計画■

■
諸
手
当
の
見
直
し

部
長
、
課
長
な
ど
の
管
理
職
手
当
や
退
職
手
当
を
削
減
し
ま

し
た

【
実
績
】
１
０
１
２
万
３
千
円
の
削
減

※
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
は

公
共
施
設
な
ど
の
設
計
、
建
設
、
維
持
管
理
、
運

営
を
民
間
の
資
金
、
経
営
能
力
お
よ
び
技
術
的
能

力
を
活
用
し
て
行
う
手
法

P
rivate

F
in
an
ce
In
itiativ

（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
）
の
略



の
策
定
に
つ
い
て

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

介
護
保
険
事
業
運
営
の
基
本
計
画
と
な

る
介
護
保
険
事
業
計
画
は
、
法
律
で
３
年

ご
と
に
見
直
す
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
今
年
度
中
に
平
成
18
年
度
か
ら
20
年

度
ま
で
の
『
第
３
期
伊
万
里
市
介
護
保
険

事
業
計
画
』
を
策
定
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

市民意見提出手続制度案内

市
民
意
見
提
出
手
続
制
度
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト)

●意見募集期間 ９月１日（木）～９月３０日（金）
●公表する案および資料
伊万里市第４次老人保健福祉計画・第３期介護保険事業計画（骨子）

※広報では、資料が多量であるため、概要のみを掲載しています
●案の公表先・入手先
①長寿社会課または情報広報課市民サービス係
②各町の公民館または市民図書館
③市のホームページ　http://www.city.imari.saga.jp
●意見の提出方法
意見は、住所、氏名（または団体名）を明記の上、次のいずれかの方
法により提出してください。なお、お寄せいただいた意見については、
その概要と市の考え方を市のホームページなどで公表します

①電子メール choujushakai@city.imari.lg.jp
②郵　便 〒848-8501 伊万里市立花町1355番地1

伊万里市役所　長寿社会課　宛
③直接提出 書面を持参される人は案の公表先①②へ提出してください
④ファックス ０９５５@2７844
●問合先　　　長寿社会課

（1@32111内線254）

■
あ
な
た
の
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

市が基本的な政策などを
策定するときに、その趣旨、
内容などを広く公表し、市
民の皆さんから寄せられた
ご意見などを考慮して政策
などを決定するとともに、
ご意見などに対する市の考
え方を公表する一連の手続
きをいいます。

パブリックコメント

市
の
高
齢
者
保
健
福
祉
施
策
の
基
本
計
画

で
あ
る
老
人
保
健
福
祉
計
画
に
つ
い
て

も
、
介
護
保
険
事
業
と
の
整
合
性
を
図
る

た
め
、『
第
４
次
伊
万
里
市
老
人
保
健
福

祉
計
画
』
を
同
時
に
策
定
い
た
し
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
は
制
度
開
始
か
ら
５
年

が
経
過
し
、
今
回
制
度
の
見
直
し
が
あ
り

ま
す
。
今
後
、
高
齢
化
が
さ
ら
に
進
む
と

見
込
ま
れ
、
介
護
予
防
に
重
点
を
置
い
た

事
業
が
新
た
に
追
加
さ
れ
ま
す
。

介
護
保
険
の
基
本
理
念
で
あ
る
高
齢
者

の
自
立
支
援
と
尊
厳
の
保
持
を
基
本
と

し
、
制
度
の
持
続
可
能
性
を
高
め
つ
つ
、

介
護
予
防
の
推
進
、
地
域
ケ
ア
へ
の
展
開

な
ど
新
た
な
課
題
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

地
域
の
高
齢
者
が
そ
の
有
す
る
能
力
に

応
じ
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、

介
護
保
険
事
業
に
係
る
介
護
給
付
を
計
画

的
に
実
施
す
る
た
め
の
計
画
と
な
り
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
ど
し
ど

し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

第
４
次
老
人
保
健
福
祉
計
画

第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画

62005.9
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第１章　
計画の概要

第２章　
高齢者の現状

１　計画策定の趣旨
２　計画の基本方針
３　計画の位置づけ
４　計画の策定体制
５　計画の進行管理

１　高齢者の現状
（高齢者人口、要介護者の状況、受診状況など）
２　実態調査にみる高齢者の生活実態と意識
３　その他高齢者の生活実態について

１　介護保険サービスの給付実績および現行計画の達成状況
２　高齢者を取り巻く環境の将来予測
（平成26年度の高齢者人口推計など）
３　日常生活圏域の設定、地域包括支援センターの設置
４　生活各サービスの事業量推計
（制度改正に伴う内容の変更を反映）
５　保険料の推計

１　高齢者保健福祉サービスおよび生きがい対策の現状および
今後の見込みについて
（介護保険制度の改正に伴うサービス内容の変更を反映）

１　介護保険事業の推進
２　高齢者保健福祉事業・生きがいづくり事業の推進
３　推進体制の整備

（調査結果概要、関係要綱類、関係法に関する記載など）

第３章　
介護保険サービスの
現状と見込み

第４章
高齢者保健福祉サー
ビス・生きがい対策
の現状と見込み

第５章　
計画の推進

資　料

※この計画策定にあたっては、『伊万里市老人保健福祉計画等策定委員会』を設け、各分野の代表から推薦された
委員の皆さんで審議されています

伊万里市第４次老人保健福祉計画・第３期介護保険事業計画（骨子）



82005.9

10/8
2005.

10/9 日

土
09:00～11:05 上映｢ゴジラファイナルウォーズ｣ 
11:10～12:00 伊万里わくわく映像塾発表会

～伊万里中学校編～

12:10～13:20 ｢黒澤明記念ショートフィルム･
コンペティション 04-05｣

受賞６作品を上映

13:50～16:10 上映｢隠し砦の三悪人｣
16:15～16:25 舞台挨拶

ゲスト／江原達怡・水野真紀

16:25～18:35 上映｢ローレライ｣
19:30～21:00 クランクインパーティー

19:00開場 19:30開演
ゲスト／江原達怡・黒澤久雄・水野真紀
会　場／伊万里迎賓館 牲0955-22-2800

10:00～11:36 上映｢椿三十郎｣
11:45～13:00 The３分ビデオコンテスト（６作品）
14:00～17:40 上映｢七人の侍｣

※途中休憩あり

◆上映場所／伊万里市民センター･文化ホール
牲0955-22-3911

◆料金／クランクインパーティー ……………¥3,000(当日券¥3,500)
映画券(1日券) ……………………¥1,000(当日券¥1,500)
ゴジラ ファイナルウォーズ(別料金）……¥300 (当日券¥1,500)
映画券(1日券)には｢ゴジラ ファイナル ウォーズ｣は含まれておりません。ご注意

先着500名
当日販売のみ( )

第7回 伊万里･黒澤映画祭
―今･守るべきもの ―

GUEST
〈五十音順〉

江原　達怡 黒澤　久雄 水野　真紀

●チケット販売所／黒澤明記念館サテライトスタ
ジオ、市民センター、伊万里玉屋、しのはらレ
コード店、伊万里市観光協会、ローソンチケッ
ト、チケットぴあ、市役所（男女協働・まちづ
くり課）

●問合先／男女協働・まちづくり課
（牲@3２１１１内線４８５）

同時開催◆楽市楽座･フリーマーケット
（フリーマーケットは雨天の場合中止）

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

年
金
福
祉
施
設
の
整
理
合
理
化

計
画
に
よ
り
『
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア

伊
万
里
』
な
ど
全
国
に
設
置
さ
れ

て
い
る
３
１
８
か
所
の
年
金
福
祉

施
設
が
、
今
後
５
年
以
内
に
民
間

な
ど
に
売
却
も
し
く
は
廃
止
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
関
係
団
体
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
『
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア

伊
万
里
の
存
続
を
求
め
る
会
』
を

立
ち
上
げ
、
存
続
を
求
め
る
取
り

組
み
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
署

名
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
３
万
１
３
４
２
人
の
皆
さ
ん

に
署
名
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

存
続
に
向
け
て
の
皆
さ
ん
の
切

な
る
声
と
し
て
、署
名
と
と
も
に
、

内
閣
総
理
大
臣
、厚
生
労
働
大
臣
、

社
会
保
険
庁
へ
訴
え
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ

ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
伊
万
里
の

存
続
を
求
め
る
会

存
続
を
求
め
る
署
名
に

３
万
１
３
４
２
人
集
ま
る
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食のまちづくり推進計画案に対する
意見募集の結果

『地球環境家族』に参加して
環境家計簿をつけよう！

７月26日の食のまちづくり推進会議において『食のまちづくり推

進計画案』が原案どおり、審議・決定されました。今後、関係機関

や各種団体など市民からなる『食のまちづくり推進委員会』を設置

し、『すぐに取り組めるもの』『中・長期に取り組むべきもの』など

に分類しながら、具体的な事業などを検討、協議、実施することに

なります。

『食のまちづくり推進計画』は、市のホームページや情報広報課

市民サービス係、男女協働・まちづくり課でご覧になれます。

『地球環境家族』とは、地球にやさしい生活を心がける家族のことです。

小さな積み重ねが、地球温暖化をくい止める大きな力になります。

環境家計簿は、わたしたちが毎日の生活の中でどのくらいＣＯ2を

排出しているかチェックすると同時に、それが家計にどう反映して

いるか知ることができます。

まずは２か月、環境家計簿をつけてみませんか？

チャレンジされるご家庭には、省エネへの取組方法や家計簿のつ

け方を記載した冊子を市役所生活環境課または各町公民館で配布し

ます。

◆問合先 市生活環境課（牲@3２１１１内線２８５）
佐賀県環境にやさしい県民運動推進会議事務局　県環境課（牲０９５２@5７０７９）

■小中学校等教育施設に関すること　　　　　
教育委員会教育総務課

（牲@3２１１１内線４５８）
■建築物（建材および解体工事等）に関すること

建設課（牲@3２１１１内線３２８）

※ その他の相談
■健康相談 伊万里保健所

（牲@3２１０１5@2３８２９）
■労働災害 伊万里労働基準監督署

（牲@3４１５５5@3４１５７）

【問合先】
男女協働・まちづくり課
牲@3２１１１内線４８５

意見提出はありませんでした

アスベスト対策連絡会議を
設置しました

市では、アスベスト（石綿）による健康被害

などが社会的に大きな問題になっていることか

ら、アスベストに関する情報を共有し、対応策

を協議することを目的として、『伊万里市アスベ

スト対策連絡会議』を8月16日に設置しました。

アスベストに関連した個別の相談や問い合わ

せについては、内容に応じて次の課でそれぞれ

対応します。

■環境関連に関すること
生活環境課（牲@3２１１１内線２８２）
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住みたいまち

行きたいまち

伊万里

伊万里市は、市民にとって
『住みたいまち』、訪れる人に
とって『行きたいまち』とな
る魅力ある伊万里市を市民の
皆さんとともに創りあげたい
と考えています。
このコーナーでは、伊万里

市の魅力や新しい魅力となる
事業などを紹介します。

学
校
給
食
食
器
の
デ
ザ
イ
ン
が
決
定
！

新
し
い
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

（
平
成
18
年
９
月
供
用
開
始
予
定
）

の
建
設
に
あ
わ
せ
、
市
内
小
学
校

６
年
生
と
中
学
校
３
年
生
か
ら
、

学
校
で
使
用
す
る
給
食
食
器
（
大

皿
）
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
し
た
。

応
募
は
、
ク
ラ
ス
単
位
ご
と
に

優
秀
作
品
１
点
を
選
出
し
て
も
ら

い
、
小
学
生
の
部
に
14
校
か
ら
23

点
、
中
学
生
の
部
に
８
校
か
ら
18

点
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、

次
の
と
お
り
各
賞
を
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
市
長
賞
に
輝
い
た
山
田

広
美
さ
ん
と
平
川
絢あ

や
の

さ
ん
の
作
品

は
、
給
食
食
器
の
デ
ザ
イ
ン
と
し

て
採
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
９
月
１
日
か
ら
市
役
所

市
民
ロ
ビ
ー
で
応
募
さ
れ
た
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

◆
議
長
賞

▼
小
学
生
の
部

◆
教
育
長
賞

▼
小
学
生
の
部

◆
市
長
賞

▼
小
学
生
の
部
（
表
紙
に
紹
介
）

国見中学校３年
平
ひら

川
かわ

絢
あやの

さん

大坪小学校６年
樋
ひ

渡
わたし

芙
ふ

佑
ゆ

香
か

さん
啓成中学校３年
池
いけ

田
だ

春
はる

香
か

さん
大坪小学校６年
中
なか

島
しま

彩
さお

里
り

さん
滝野中学校３年
川
かわ

原
はら

愛
あ

弓
ゆみ

さん

伊万里小学校６年
山
やま

田
だ

広
ひろ

美
み

さん

▼
中
学
生
の
部

▼
中
学
生
の
部

▼
中
学
生
の
部

７
月
29
日
、
国
道
２
０

２
号
と
中
心
市
街
地
を
南

北
に
結
ぶ
市
道
伊
万
里
大

通
り
線
（
通
称
、
南
北
道

路
）
の
車
止
め
や
歩
車
道

境
界
ブ
ロ
ッ
ク
、
ベ
ン
チ

な
ど
に
伊
万
里
焼
の
陶
板

８
５
０
枚
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
は
伊
万
里
市
が
、

焼
き
物
の
里
に
ふ
さ
わ
し

い
景
観
づ
く
り
と
、
市
外

か
ら
訪
れ
た
人
た
ち
に

『
焼
き
物
の
ま
ち
伊
万
里
』
を

ア
ピ
ー
ル
し
『
古
伊
万
里
文
化

の
香
り
漂
う
ま
ち
づ
く
り
』
を

一
層
充
実
し
『
行
き
た
い
ま
ち

伊
万
里
・
住
み
た
い
ま
ち
伊
万

里
』
を
推
進
す
る
た
め
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

陶
板
の
大
き
さ

は
、
直
径
５
㌢
か

ら
６
㌢
。
形
は
、

四
角
形
や
円
形
で

厚
さ
５
㍉
。
伊
万

里
陶
磁
器
工
業
協

同
組
合
へ
製
作
を

依
頼
し
、
草
花
や

伊
万
里
大
通
り
（
南
北
道
路
）
に

伊
万
里
焼
陶
板
設
置

青
海
波
な
ど
を
描
い
た
古
伊
万

里
様
式
と
鍋
島
様
式
の
約
30
種

類
の
陶
板
を
焼
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

今
後
も
街
中
の
歩
道
な
ど
に

陶
板
を
設
置
し
て
い
く
予
定
。
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「
○
○
さ
ん
大
丈
夫
で

す
か
？
何
も
被
害
は

な
か
で
す
か
？
」「
は
〜
い
ご
苦

労
さ
ま
。
ど
が
ん
も
な
か
よ
、
あ

り
が
と
う
ね
」「
何
か
あ
っ
た
ら

す
ぐ
声
か
け
て
く
だ
さ
い
よ
、
こ

ち
ら
も
気
を
つ
け
と
き
ま
す
」

先
般
行
わ
れ
た
地
域
防
災
訓
練

で
の
、
近
所
の
一
人
暮
ら
し
老
婦

人
と
の
会
話
で
す
。
伊
万
里
市
で

は
県
下
市
町
村
に
先
が
け
て
、
市

区
長
会
連
合
会
が
中
心
と
な
り

『
ぼ
う
さ
い
ご
近
所
お
助
け
隊
』

椋
は
ニ
レ
科
の
落ら

く

葉よ
う

高こ
う

木ぼ
く

で
、
西
南
日
本
の
山
野
に
自
生

し
ま
す
。
ム
ク
ノ
キ
、
ム
ク
エ

ノ
キ
、
モ
ク
と
も
い
い
ま
す
。

し
だ
れ
椋
は
、
伊
万
里
河
畔

の
伊
万
里
保
育
園
の
敷
地
の
西

側
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
保
育
園

の
敷
地
に
は
、
江
戸
時
代
に
佐

賀
藩
の
蔵
が
あ
り
、
領

り
ょ
う

民み
ん

の
年

貢
米
な
ど
を
入
れ
て
い
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
だ
れ
椋
が
、
そ
の
こ
ろ
に

植
え
ら
れ
た
も
の
と
す
る
と
、

推
定
樹
齢
は
約
３
０
０
年
に
な

り
ま
す
。

樹
高
約
25
㍍
、
目め

通ど
お

り
幹み

き

回ま
わ

り
（
目
線
の
高
さ
で
の

幹
回
り
）
約
４
㍍
、
全

国
の
椋
の
中
で
も
第
39

位
の
巨
樹
で
す
。

地
上
か
ら
10
㍍
ほ
ど

ま
で
は
、
ほ
ぼ
垂
直
に

幹
が
伸
び
て
お
り
、
大

枝
よ
り
多
く
の
枝
が
四

方
へ
ゆ
る
く
傾
斜
し
な
が
ら

３
㍍
ほ
ど
は
り
、
さ
ら
に
そ

の
先
端
か
ら
小
枝
が
７
㍍
ほ

ど
垂
れ
下
が
っ
て
い
ま
す
。

椋
の
中
で
も
枝し

垂だ

れ
る
樹

形
の
も
の
は
、
き
わ
め
て
珍

し
い
種
類
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
南
波
多
町
原
屋
敷

地
区
に
も
似
た
性
質
の
椋
が

あ
り
ま
す
。

秋
に
は
、
ほ
の
か
に
甘
い
黒

紫
色
の
小
粒
の
実
が
な
り
ま
す
。

椋
の
代
表
的
な
巨
木
と
し

て
、
昭
和
48
年
に
伊
万
里
市

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

む
く

伊
万
里
市
の
文
化
財
⑥

し
の
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人

た
ち
へ
の
早
急
な
対
応
が
と
れ
る

体
制
が
確
立
で
き
て
い
る
こ
と
は

大
切
な
こ
と
で
す
。
ま
た
、
当
事

者
も
災
害
時
の
不
安
な
気
持
ち
が

な
く
な
り
心
強
い
と
感
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。

『
自
分
た
ち
の
命
の
安
全
は
住

民
自
ら
が
守
る
』『
人
々
が
ふ
れ

あ
う
地
域
づ
く
り
は
住
民
自
ら
が

創
り
だ
す
』
と
い
っ
た
市
民
の
意

気
込
み
が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら

れ
、
ま
さ
に
協
働
、
支
え
あ
い
の

住
民
パ
ワ
ー
が
発
揮
さ
れ
て
い
る

と
言
え
ま
す
。

今
月
は
、
防
災
、
救
急
、
敬
老
、

動
物
愛
護
、
差
別
と
人
権
県
民
集

会
な
ど
命
や
人
権
、
思
い
や
り
に

関
し
た
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
そ
の
意
義
を
し

っ
か
り
考
え
参
加
し
、
パ
ワ
ー
を

発
揮
し
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
名
前
の
地
区

防
災
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
、
国
内
外
と
も
に
大

規
模
な
地
震
、
洪
水
、
竜
巻
な
ど

の
自
然
災
害
が
頻
発
し
、
一
瞬
に

し
て
尊
い
命
を
奪
わ
れ
た
犠
牲
者

の
人
た
ち
は
十
数
万
人
に
も
達
し

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
、
い
ち
早
く
災

害
発
生
の
未
然
防
止
や
被
害
が
最

小
限
に
食
い
止
め
ら
れ
、
命
の
安

全
を
守
る
対
策
が
と
ら
れ
る
こ
と

は
、
本
当
に
意
義
あ
る
こ
と
で
す
。

特
に
、
援
助
の
必
要
な
一
人
暮
ら

カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
産
卵
を
観
る
会

生
き
た
化
石
に
触
れ
た

７
月
24
日
、
木
須
町
の
多
々
良

海
岸
で
『
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
産
卵
を

観
る
会
』
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
伊
万
里
市
カ
ブ
ト
ガ

ニ
を
守
る
会
と
市
教
育
委
員
会
が

毎
年
開
い
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
13
つ
が
い
が
確
認
さ

れ
、
参
観
者
は
神
秘
の
世
界
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
伊
万
里
高
校
生
物
部
で

生
態
研
究
を
し
て
い
る
カ
ブ
ト
ガ

ニ
を
触
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
み
ん

な
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

午
後
か
ら
は
牧
島
小
学
校
児
童

な
ど
に
よ
り
、
ふ
化
さ
せ
た
幼
生

８
７
０
匹
が
放
流
さ
れ
ま
し
た
。

〜
ふ
れ
あ
い
・
支
え
あ
い

創
り
だ
そ
う
住
民
パ
ワ
ー
〜
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『梨のお菓子』試作品が出来上がり！
知的障害者通所作業所『小麦の家』で、梨を使った

お菓子の試食会が行われました。規格外や傷物の梨を
有効活用しようと、ＪＡ伊万里梨部会が試作を依頼。
パウンドケーキやマフィン、マドレーヌ、パイの４種
類ができ、今後、評判が良ければ販売する予定です。

７.26

４年連続！伊小コーラスが金賞を受賞
『第72回ＮＨＫ全国学校音楽コンクール佐賀県大

会・小学校の部』で伊万里小学校コーラス部が金賞を
受賞しました。受賞の報告に市役所を訪れた部長の中
村花琳さんは「九州大会では会場の皆さんに気持ちが
伝わるようがんばります」と語りました。

６.23

松浦の梨園でヘルシーランチを堪能
第２回畑の中のレストランが開催され、『梨』をテー

マに市内外から28人が参加しました。参加者は、大川
梨選果場を視察後、松浦町の梨園で栽培の苦労話など
を聞き、地元主婦『根っこの会』が旬な食材で作った
ヘルシーランチを堪能しました。

７.22

８.10

８.６

鳥取県片山知事特別講演会
伊万里市民図書館友の会『図書館フレンズいまり』

の発足10周年を記念し、鳥取県片山善博知事を講師に
『知の地域づくりと図書館の役割』と題して、講演会が
市民センターで開かれました。片山知事は、本にまつ
わるエピソードや『図書館日本一づくり』をめざし、
鳥取県で進めている事例などを紹介。『知的拠点である
図書館が知的立国をつくる』と図書館の役割について
話され、来場者は熱心に聞き入っていました。
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皆さん！安全運転をお願いしま～す
交通安全を願い、南波多町で『夏の冷茶サービス』

が行われました。参加した南波多中学校の生徒や地元
の交通対策協議会などで、ドライバーにチラシや冷た
い飲み物、中学校生徒会で作成した、折り鶴付きメッ
セージカードを配り、安全運転を呼びかけました。

『いまり川くだり親子いかだづくり大会』が、いま
り川で開かれました。大坪地区と立花地区から11艇が
参加し、独創性や協調性などを競い、公園橋から相生
橋までの往復でレースも行われました。子どもたちは、
掛け声に合わせ一生懸命オールをこいでいました。

みんなで作ったいかだで船出だ！

７.26

８.７

飼い主が円盤を投げて愛犬がキャッチする、ディス
クドック大会が特別養護老人ホームグランパランいま
りで行われました。競技の他、体験コーナーでは、子
どもたちなどが円盤投げに挑戦。鍛えられた犬は次々
とキャッチ。会場からは大きな拍手が起きていました。

波多津保育園の園児36人が、マダイの稚魚１万匹を
放流しました。これは、水産資源保護のために毎年行
われており、参加した園児たちは、バケツの中で飛び
跳ねる稚魚にビックリしながらも「大きくなってね」
と声をかけ、みんなで楽しく海へ放しました。

ちびっこマダイたち大きくな～れ

８.８

外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

感
謝
状
贈
呈
と
帰
国
あ
い
さ
つ

伊
万
里
と
言
え
ば

ト
ン
テ
ン
ト
ン
と
伊
万
里
焼

平
成
12
年
７
月
24
日
か
ら
平
成
17
年
７
月

23
日
ま
で
の
５
年
間
、
外
国
語
指
導
助
手
と

し
て
小
中
学
校
の
英
語
の
指
導
に
あ
た
っ
て

い
た
ク
リ
ア
・
リ
ー
さ
ん
（
カ
ナ
ダ
）
が
帰

国
の
あ
い
さ
つ
に
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

吉
富
収
入
役
が
こ
れ
ま
で
の
功
績
を
讃
え

感
謝
状
を
贈
呈
。
ク
リ
ア
ー
さ
ん
は
「
伊
万

里
の
生
徒
た
ち
は
ほ
ん
と
う
に
す
ば
ら
し
か

っ
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
ま
で
勤
め
ら
れ
た
の

は
、
小
中
学
校
の
先
生
た
ち
の
お
か
げ
で
す
。

感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
伊
万
里
に
つ
い
て
「
ト
ン
テ
ン
ト
が

一
番
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
ほ
ん
と
う
に
す

ば
ら
し
か
っ
た
。
そ
し
て
、
５
年
間
で
伊
万

里
焼
を
た
く
さ
ん
買
い
ま
し
た
。
カ
ナ
ダ
に

は
な
い
、
と
て
も
き
れ
い
な
焼
物
で
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

『ディスクドック』美技披露！

８.６

７.22
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毎
年
好
評
の
こ
の
教
室
は
、
市

民
セ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
入
門
講

座
と
し
て
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今

年
は
18
組
43
人
の
親
子
が
参
加
し

ま
し
た
。
５
回
目
と
な
る
８
月
３

親
子
で
お
菓
子
づ
く
り
教
室

『
プ
ロ
の
技
と
味
』
ち
び
っ
こ
へ
伝
授

親
子
で
本
格
的
な
お
菓
子
づ
く

り
が
楽
し
め
る
『
親
子
で
お
菓
子

づ
く
り
教
室
』（
全
８
回
）
が
７

月
か
ら
８
月
に
か
け
て
市
民
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

日
に
は
、
伊
万
里
・
西
松
浦
郡
菓
子

工
業
組
合
の
皆
さ
ん
を
講
師
に
、

『
リ※

・
フ
ァ
リ
ー
ヌ
の
ロ
ー
ル
ケ

ー
キ
』
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

親
子
仲
よ
く
、
講
師
の
先
生
か

ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
一
生
懸

命
に
卵
を
泡
立
て
て
生
地
を
作

り
、
オ
ー
ブ
ン
で
焼
き
上
げ
ま
し

た
。
生
地
の
焼
け
る
甘
い
香
り
に
、

子
ど
も
た
ち
は
ワ
ク
ワ
ク
。
き
れ

い
に
焼
き
上
が
っ
た
生
地
に
生
ク

リ
ー
ム
を
塗
り
、
巻
い
て
出
来
上

が
り
。
最
後
は
み
ん
な
で
試
食
。

美
味
し
く
出
来
た
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ

を
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

地
域
の
み
ん
な
が
地
域
に
学
び

『
体
験
』『
感
動
』
を
と
お
し
て
地

域
へ
の
愛
着
を
深
め
る
『
活
力
と

楽
し
さ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
事

業
・
波
多
津
っ
子
集
合
』
が
７
月

17
日
、
波
多
津
町
内
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

活力と楽しさのあるまちづくり事業

波多津っ子集合!
漁業と農業を親子で体験

こ
れ
は
、『
特

色
あ
る
公
民
館

創
造
事
業
』
に

選
ば
れ
た
７
つ

の
公
民
館
の
ト

ッ
プ
を
切
っ
て

実
施
さ
れ
た
も

の
で
、
波
多
津

公
民
館
を
中
心

に
、
子
ど
も
会

や
区
長
会
、
農

協
、
漁
協
な
ど

で
実
行
委
員
会
を
作
り
企
画
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
約
１
３
０
人
が
参
加

し
、
農
業
と
漁
業
の
体
験
コ
ー
ス

に
分
れ
、
伊
万
里
牛
の
肥
育
牛
舎

や
ク
ル
マ
エ
ビ
養
殖
セ
ン
タ
ー
な

ど
を
訪
問
。
地
元
産
業
の
生
産
現

場
を
体
験
し
ま
し
た
。
昼
食
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
に
合
わ
せ
、

海
の
幸
、
山
の
幸
の
バ
ー
べ
キ
ュ

ー
を
味
わ
い
、
体
験
の
感
想
を
作

文
や
絵
で
表
現
し
ま
し
た
。

※リ・ファリーヌ：小麦粉（薄力粉）の代わりとして
使えるお菓子作り用のお米の粉



ぼ
く
は
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
ご
っ

こ
を
し
て
遊
ぶ
の
が
大
好
き
な
ん

だ
。
い
つ
も
ち
ち
（
お
父
さ
ん
）

怪
獣
を
や
っ
つ
け
て
い
る
ん
だ
よ
。

今
ぼ
く
の
一
番
の
お
気
に
入
り
は
、

ち
ち
が
早
起
き
し
て
捕
っ
て
き
て

く
れ
た
カ
ブ
ト
ム
シ
と
ク
ワ
ガ
タ

な
ん
だ
。
と
っ
て
も
強
い
ん
だ
よ
。

ぼ
く
も
ム
シ
キ
ン
グ
に
な
る
ぞ
。

小
お

野
の

澄
すみ

子
こ

さん(20歳) 前
まえ

田
だ

蘭
らん

丸
まる

くん

笑
顔
の
か
わ
い
い
蘭
丸
く
ん
。

そ
の
笑
顔
と
元
気
で
、
だ
れ
か
ら

も
可
愛
が
ら
れ
る
子
に
な
っ
て
、

友
達
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
ね
。

★
お
仕
事
は

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
敬
愛

園
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
仕
事

を
し
て
３
年
目
に
な
り
ま
す
。

毎
日
大
変
で
す
け
ど
、
い
つ

も
笑
顔
の
絶
え
な
い
敬
愛
園

が
大
好
き
で
す
。

★
休
み
の
過
ご
し
方
は

家
族
と
食
事
に
出
か
け
た
り
、

夏
場
は
よ
く
父
と
ア
ジ
釣
り
に

行
っ
て
い
ま
す
。
釣
っ
た
魚
を

料
理
す
る
の
も
楽
し
み
の
ひ
と

つ
で
す
。

★
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は

い
ろ
ん
な
資
格
取
得
に
挑
戦
し

て
い
き
た
い
で
す
。
ま
ず
は
、

来
年
、
介
護
福
祉
士
に
挑
戦
す

る
予
定
で
す
。

★雅和・由美さんの長男

★南波多町井手野

★二里町川東

★いて座・Ｏ型

( )３歳
７か月

薬
の
多
く
は
食
後
と
か
食
前
、

食
間
と
い
う
よ
う
に
食
事
に
関
係

し
た
飲
み
方
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
食
事
の
時
間
に
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
飲
み
忘
れ
を
防

ぎ
、
服
用
間
隔
を
出
来
る
だ
け
同

じ
に
し
て
薬
の
血
液
中
の
濃
度
を

一
定
に
す
る
こ
と
で
、
薬
効
を
高

め
、
副
作
用
を
少
な
く
す
る
た
め

で
す
。

ま
た
、
薬
は
口
か
ら
胃
を
通
過

し
て
多
く
が
小
腸
か
ら
吸
収
さ
れ

ま
す
。
胃
の
状
態
は
食
事
に
よ
っ

て
大
き
く
変
化
し
、
胃
の
状
態
に

よ
り
薬
効
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

【
服
用
時
間
】

●

食
　
前

食
事
の
30
分
く
ら
い

前
に
飲
み
ま
す
。

▽
胃
腸
の
働
き
を
活
発
に
す
る
薬
、

食
欲
増
進
剤
、
吐
き
気
止
め
、

通
常
の
血
糖
降
下
剤
な
ど

●

食
直
前

食
事
の
す
ぐ
前
に
飲

み
ま
す
。
必
ず
食
直
前
に
服
用

し
な
い
と
効
果
が
な
い
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。

▽
食
後
過
血
糖
改
善
剤
（
食
後
の

糖
の
吸
収
を
遅
ら
せ
る
薬
）
、

速
効
型
血
糖
降
下
剤
な
ど

●

食
　
後

食
事
の
後
30
分
以
内

に
飲
み
ま
す
。

▽
消
炎
鎮
痛
解
熱
剤
、
消
化
酵
素

剤
な
ど

●

食
　
間

食
事
の
後
２
時
間
く

ら
い
に
飲
み
ま
す
。
食
事
を
し

て
い
る
間
で
は
な
く
、
前
の
食

事
と
次
の
食
事
の
間
と
い
う
意

味
で
す
。

▽
食
べ
物
の
影
響
を
受
け
や
す
い

薬
や
胃
粘
膜
を
保
護
す
る
薬
な
ど

●

就
寝
前

寝
る
30
分
く
ら
い
前

に
飲
み
ま
す
。

▽
睡
眠
薬
、
便
秘
薬
、
喘
息
の
夜

間
発
作
を
予
防
す
る
薬
な
ど

●

頓
　
服

現
に
起
き
て
い
る
症

状
を
改
善
す
る
薬
で
、
必
要
な

時
だ
け
に
服
用
し
ま
す
。
効
か

な
い
か
ら
と
い
っ
て
何
回
も
飲

む
の
は
危
険
で
す
。

▽
発
熱
時
の
解
熱
剤
、
頭
痛
、
歯

痛
時
の
鎮
痛
剤
な
ど

自
分
の
飲
む
薬
は
ど
ん
な
薬
で
、

い
つ
服
用
し
た
ら
、
一
番
効
果
が

あ
る
の
か
を
理
解
し
て
服
用
す
る

こ
と
は
大
切
で
す
。
薬
を
も
ら
う

際
に
は
、
か
か
り
つ
け
の
病
院
や

薬
局
の
薬
剤
師
に
き
ち
ん
と
説
明

を
聞
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

17 2005.9

今
月
は
、

『
薬
の
服
用
』
に
つ
い

て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

薬
の
飲
み
方
で
一
番
大

切
な
の
は
、
決
め
ら
れ

た
量
を
決
め
ら
れ
た
時

間
に
服
用
す
る
こ
と
で

す
。
薬
の
効
能
を
理
解

し
、
服
用
し
ま
し
ょ
う
。
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３日（土）
●南波多町子ども会ナイトハイキング
19時半開会　南波多町内一円

４日（日）
●大坪地区球技大会
８時半開会　大坪小学校ほか

●立花地区球技大会
８時開会　立花小学校

●大川内町民バレーボール大会
８時15分開会　国見台体育館

●東山代町三世代交流
グラウンドゴルフ大会

８時半開会　東山代運動広場
●山代町民体育大会
８時半開会　山代中学校

９日（金）
●黒川町ナイターバレーボール大会
19時半開会　黒川小学校

18日（日）
●大川内町大運動会
８時開会　大川内小学校

●牧島大運動会
８時15分開会　牧島小学校

23日（金）
●大川町民相撲大会
10時開会　淀姫神社相撲場

25日（日）
●南波多町民体育大会
８時半開会　南波多小学校

●大川町民運動会
８時半開会　大川運動広場

●松浦町公休日町民体育大会
８時開会　松浦運動広場

10月２日（日）
●伊万里町民
スローピッチソフトボール大会
９時開会　啓成中学校

24日（土）、25日（日）
●第58回県民体育大会
９時開会　佐賀市、佐賀郡

29日（木）
●市長杯争奪市民ゲートボール大会
８時半開会　国見台陸上競技場

10月９日（日）
●伊万里夕やけマラソン2005
14時半開会　イマリンビーチ

９月の市民スポーツ

９月の町民スポーツ

第
28
回
市
長
旗
争
奪
マ
マ
さ
ん

ナ
イ
タ
ー
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

み
ご
と
２
年
連
続
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。
な
お
、
上
位
の
結
果
と
個

人
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝

い
ま
り

２
　
位

大
　
坪

３
　
位

山
代
Ａ

最
優
秀
賞

諸
石
育
美
さ
ん
（
い
ま
り
）

優
秀
賞

松
尾
は
る
み
さ
ん
（
大
坪
）

金
子
佐
代
子
さ
ん
（
山
代
Ａ
）

第
27
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ホ
ッ
ケ
ー
交
流
大
会
が
、
８
月
５

日
か
ら
８
日
の
４
日
間
、
鳥
取
県

八
頭
町
で
開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
全
国
か
ら
25
チ
ー
ム

が
出
場
。
チ
ー
ム
結
成
か
ら
７
年

目
で
、
２
年
ぶ
り
３
回
目
の
出
場

を
果
た
し
た
伊
万
里
ホ
ッ
ケ
ー
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
予
選
リ
ー
グ

を
２
勝
１
分
け
の
２
位
で
通
過
。

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
１
回

戦
、
優
勝
候
補
の
伊
吹
（
滋
賀
県
）

を
延
長
Ｖ
ゴ
ー
ル
の
末
３
対
２
で

破
り
、
続
く
２
回
戦
で
は
、
一
方

井
（
岩
手
県
）
を
４
対
０
と
圧
勝

し
ま
し
た
。
準
決
勝
で
は
、
優
勝

し
た
今
市
（
栃
木
県
）
に
惜
し
く

も
０
対
４
で
破
れ
た
も
の
の
、
県

勢
初
の
３
位
入
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

い
ま
り

２
年
連
続
優
勝
!!

第
28
回
市
長
旗
争
奪
マ
マ
さ
ん

ナ
イ
タ
ー
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

が
、
７
月
６
日
か
ら
28
日
に
か
け

て
、
国
見
台
体
育
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。

今
年
の
大
会
に
は
、
12
チ
ー
ム

が
出
場
。
３
パ
ー
ト
に
分
れ
て
予

選
を
行
い
、
そ
の
内
の
上
位
６
チ

ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進

出
し
優
勝
を
争
い
ま
し
た
。

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
の
結
果
、
７

月
28
日
の
決
勝
戦
に
は
『
い
ま
り
』

と
『
大
坪
』
が
進
出
。
決
勝
で
は
、

１
点
を
争
う
好
ゲ
ー
ム
で
し
た

が
、
昨
年
の
覇
者
『
い
ま
り
』
が

『
大
坪
』
を
ス
ト
レ
ー
ト
で
破
り
、

マ
マ
さ
ん

全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ホ
ッ
ケ
ー
交
流
大
会

伊
万
里
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

県
勢
初
！
全
国
３
位
に
輝
く

結成７年目
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国見台陸上競技場でラジオ体操会がありました。こ

れは、平成11年の『夏季巡回ラジオ体操会』の開催を

契機として、以後、伊万里市体育指導員協議会が『市

民の健康保持と体力づくり』を目的に開催されていま

す。当日は、さわかな夏の朝日を浴びながら、集まっ

た親子連れなど約300人は、気持ちよさそうに体を動

かしていました。

ラジオ体操会　300人が参加
さわやかな夏の朝　大きく深呼吸

決
勝
戦
で
は
、
二
里
少
年
野
球

が
２
回
の
裏
、
岩
永
翔
太
く
ん
の

ホ
ー
ム
ラ
ン
と
大
古
場
翔
平
く
ん

の
タ
イ
ム
リ
ー
３
塁
打
で
２
点
を

先
制
。
続
く
３
回
裏
に
は
タ
イ
ム

リ
ー
ヒ
ッ
ト
と
岩
永
翔
太
く
ん
の

２
打
席
連
続
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
４
点

を
追
加
し
序
盤
か
ら
リ
ー
ド
。

波
多
津
少
年
野
球
も
４
回
、
５

回
と
得
点
圏
に
走
者
を
進
め
る

も
、
二
里
少
年
野
球
吉
永
尭
史
投

手
の
好
投
と
内
野
手
の
堅
い
守
り

の
前
に
無
得
点
。

し
か
し
、
６
回
の
表
、
波
多
津

少
年
野
球
も
意
地
を
み
せ
、
４
番

田
中
豊
樹
く
ん
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
で

２
点
を
返
し
、
続
く
７
回
に
も
タ

イ
ム
リ
ー
ヒ
ッ
ト
で
１
点
を
返
す

も
、
前
半
の
失
点
が
大
き
く
ひ
び

き
、
７
対
３
で
二
里
少
年
野
球
が

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

【
決
勝
戦
試
合
結
果
】

波
多
津
少
年
野
球

０
０
０
０
０
２
１
　
３

０
２
４
０
１
０
×
　
７

二
里
少
年
野
球

市
長
旗
争
奪
第
32
回

伊
万
里
市
少
年
野
球
選
手
権
大
会

二
里
少
年
野
球
優
勝

市
長
旗
争
奪
第
32
回
伊
万
里
市

少
年
野
球
選
手
権
大
会
が
、
７
月

10
日
か
ら
18
日
に
か
け
て
の
３
日

間
、
国
見
台
野
球
場
ほ
か
で
開
か

れ
ま
し
た
。

今
大
会
に
は
市
内
か
ら
14
チ
ー

ム
が
出
場
。
決
勝
戦
に
は
二
里
少

年
野
球
と
波
多
津
少
年
野
球
が
進

出
し
ま
し
た
。

な
お
、
上
位
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

優
　
勝

二
里
少
年
野
球

準
優
勝

波
多
津
少
年
野
球

３
　
位

東
山
代
少
年
野
球

大
川
少
年
野
球
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●

日
　
時

９
月
14
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
11
時
半

●

内
　
容

▽
ミ
ニ
講
話
『
子
ど
も
の
成
長
と

親
の
気
持
ち
』

▽
講
　
師
　
陣
内
咲
子
臨
床
心
理
士

▽
座
談
会
　

あ
な
た
の
日
頃
の
思
い
を
ぜ
ひ
…

●

会
　
場
　
伊
万
里
保
健
所

●

対
　
象

子
ど
も
の
発
達
に
不

安
を
持
つ
保
護
者

●

申
込
・
問
合
先

伊
万
里
保
健

所
　
健
康
指
導
担
当
　
川
原

（
1
@3
２
１
０
１
）

心
に
病
気
を
持
つ
人
の
社
会
復

帰
・
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
た

め
、
そ
の
家
族
が
病
気
に
つ
い
て

の
知
識
や
本
人
へ
の
接
し
方
な
ど

を
具
体
的
に
学
ぶ
家
族
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

●

日
　
時

９
月
26
日
（
月
）

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

●

内
　
容

▽
『
統
合
失
調
症
』
っ
て
ど
ん
な

病
気
？

▽
講
　
師
　

堀
田
病
院
医
師
　
越
本
武
志

●

日
　
時

10
月
18
日
（
火
）

人
権
問
題
、
相
続
、
不
動
産
、

借
地
借
家
、
金
銭
貸
借
、
家
庭
の

問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
相
談
に
応

じ
ま
す
。

●

日
　
時

９
月
20
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

会
　
場

市
役
所
１
階
市
民
相

談
コ
ー
ナ
ー

●

問
合
先

佐
賀
地
方
法
務
局
伊

万
里
支
局
（
1
@3
２
４
９
２
）

市
で
は
、
駐
在
員
業
務
を
円
滑

に
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
そ
の

区
に
住
所
が
あ
る
世
帯
の
世
帯
主

名
、
世
帯
員
氏
名
、
住
所
、
生
年

月
日
、
性
別
を
記
入
し
た
世
帯
台

帳
を
各
区
の
駐
在
員
の
皆
さ
ん
へ

配
布
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
個
人

情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

市
の
条
例
に
よ
り
駐
在
員
の
皆
さ

ん
へ
十
分
な
注
意
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

●

問
合
先

総
務
課
行
政
係

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
４
１
２
）

くらしのお
知
ら
せ

９月は船員労働安全衛生月間　スローガン『「健康・安全」全ては日々の積み重ね』

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

精
神
保
健
家
族
講
座

無
料
特
設
人
権
相
談

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

●

内
　
容

▽
本
人
と
の
付
き
合
い
方

▽
講
　
師
　
山
の
サ
ナ
ー
レ
・
ク
リ

ニ
ッ
ク
主
任
看
護
師
　
久
保
　
洋

家
族
会
会
長
　
山
口
信
子

●

会
　
場
　
伊
万
里
保
健
所

●

対
　
象

心
に
病
気
を
持
つ
人
の
家
族

※
参
加
希
望
の
人
は
、
開
催
１
週

間
前
ま
で
に
電
話
予
約
し
て
く

だ
さ
い

●

申
込
・
問
合
先

伊
万
里
保
健

所
　
保
健
予
防
担
当
　
野
中

（
1
@3
２
１
０
１
）

厚
生
労
働
省
で
は
、
輸
入
動
物

を
原
因
と
す
る
人
へ
の
感
染
症
を

防
ぐ
た
め
、
９
月
１
日
か
ら
輸
入

動
物
の
届
出
制
度
を
導
入
し
ま
す
。

●

対
象
動
物

▽
陸
生
ほ
乳
類
（
ハ
ム
ス
タ
ー
、

リ
ス
な
ど
）

▽
鳥
類
（
イ
ン
コ
、
オ
ウ
ム
な
ど
）

※
個
人
の
ペ
ッ
ト
、
販
売
用
、
実

験
用
な
ど
す
べ
て
が
対
象
で

す
。
な
お
、
日
本
か
ら
持
ち
出

し
た
ペ
ッ
ト
を
日
本
に
持
ち
帰

っ
て
く
る
場
合
も
対
象
で
す

●

問
合
先

福
岡
検
疫
所
検
疫
衛

生
課
（
1
０
９
２
‐
２
９
１
‐

４
１
０
１
）

各
区
の
駐
在
員
に

世
帯
台
帳
を
配
布

障
害
児
等
の
保
護
者
の

つ
ど
い（
子
育
て
交
流
会
）

動
物
を
輸
入
す
る
と
き
は

届
出
が
必
要
で
す
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ふ
れ
あ
い
い
き
い
き

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

伊
万
里
鶴
の
会
冬
期

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

九

州

職

業

能

力

開

発

大

学

校

●

対
　
象

育
児
や
介
護
な
ど
で

退
職
し
た
人

●

日
　
時

９
月
27
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●

会
　
場
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

定
　
員

20
人

●

内
　
容

パ
ソ
コ
ン
基
礎
編
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用

●

応
募
方
法

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

郵
送
（
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

退
職
理
由
を
明
記
）

●

申
込
・
問
合
先

7
21
世
紀
職
業
財
団
佐
賀
事
務
所

0
８
４
０
‐
０
８
１
６
　
佐
賀

市
駅
南
本
町
５
‐
１

（
1
０
９
５
２
@8
４
６
２
１
）

●

日
　
時

10
月
13
日
（
木
）

午
前
８
時
半
開
会

※
雨
天
時
は
、
10
月
14
日
に
順
延

●

会
　
場
　
国
見
台
公
園

●

主
　
催
　
社
会
福
祉
協
議
会

●

参
加
資
格

10
月
１
日
現
在
で

60
歳
以
上
の
市
民

●

参
加
料

無
　
料

●

申
込
期
限

９
月
22
日
（
木
）

●

申
込
・
問
合
先

社
会
福
祉
協

議
会
（
1
@2
３
９
３
１
）

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
1
@2
７
１
０
８
）

伊
万
里
鶴
の
会
で
は
、
伊
万
里

湾
を
ツ
ル
の
越
冬
地
に
す
る
た
め

に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ツ
ル
に

関
心
の
あ
る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●

募
集
人
員

若
干
名

●

内
　
容

ツ
ル
の
監
視
、
エ
サ

撒
き
、
飛
来
調
査
、
帰
行
調
査
な
ど

●

申
込
・
問
合
先

伊
万
里
鶴
の

会
　
多
久
島
（
1
@3
７
７
６
７
）

ま
た
は
石
丸
（
1
⑳
４
２
１
０
）

●

募
集
定
員

▽
機
械
シ
ス
テ
ム
系
　
　
　
40
人

▽
居
住
シ
ス
テ
ム
系
　
　
　
30
人

▽
電
気
・
電
子
シ
ス
テ
ム
系
30
人

▽
情
報
シ
ス
テ
ム
系
　
　
　
30
人

●

受
験
資
格

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人
ま
た

は
来
春
卒
業
見
込
み
の
人

●

願
書
受
付
期
間

▽
推
薦
　
10
月
12
日
〜
28
日

▽
一
般

平
成
18
年
１
月
13
日
〜
27
日

●

試
験
日

▽
推
薦
　
11
月
８
日
（
火
）

▽
一
般

平
成
18
年
２
月
７
日
（
火
）

●

問
合
先

九
州
職
業
能
力
開
発

大
学
校
学
務
課
（
1
０
９
３
‐

９
６
３
‐
８
３
５
３
）

●

講
　
座

俳
句
、
短
歌
、
川
柳
、

書
道
、
ペ
ン
字
、
絵
画
、
手
芸
、

英
語
、
ハ
ン
グ
ル
、
中
国
語
、

福
祉
資
格
、
教
養
な
ど

●

受
講
期
間

３
か
月
〜
１
年

●

申
　
込

年
中
受
付

●

問
合
先
・
資
料
請
求
先

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　

0
１
８
６
‐
８
０
０
１
　

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
２
‐

３
６
（
1
０
４
２
‐
５
７
２
‐

３
１
５
１
）

※
資
料
請
求
（
無
料
送
呈
）
の
み
は

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
‐

０
６
‐
８
８
８
１

▽
ま
ず
は
、
無
料
の
案
内
書
を
ご

請
求
く
だ
さ
い
　

Ｒ
ｅ
・
Ｂ
ｅ
（
再
就
職
準

備
）
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー

ぼ
し
ゅ
う

毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

くらしの 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
涯
学
習

通
信
講
座
受
講
者
募
集
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●

出
品
資
格

中
学
生
以
上
の
人

で
、
県
内
に
在
住
す
る
人
、
県

内
に
在
学
す
る
生
徒
・
学
生
ま

た
は
県
内
に
勤
務
地
を
有
す
る
人

●

出
品
部
門

①
日
本
画
②
洋
画
③
彫
刻
④
工

芸
⑤
写
真
⑥
書
⑦
デ
ザ
イ
ン

●

応
募
方
法

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
作
品
と
と
も

に
ご
持
参
く
だ
さ
い

●

作
品
搬
入
日
時

９
月
23
日
（
金
・
祝
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
ま
で

●

作
品
搬
入
場
所

▽
出
品
部
門
①
〜
⑤

佐
賀
県
立
美
術
館

▽
出
品
部
門
⑥
〜
⑦

佐
賀
県
立
博
物
館

●

問
合
先

県
私
学
文
化
課

（
1
０
９
５
２
@5
７
３
５
０
）

《
第
55
回
佐
賀
県
美
術
展
覧
会
》

【
佐
賀
会
場
】

●

会
　
場

県
立
美
術
館
・
博
物
館

●

期
　
間

10
月
２
日
（
日
）
〜

10
日
（
月
・
祝
日
）

●

観
覧
時
間

午
前
９
時
半
〜
午
後
６
時

※
７
日
・
８
日
は
午
後
８
時
ま
で

【
唐
津
会
場
】

●

会
　
場

唐
津
市
近
代
図
書
館

●

期
　
間

10
月
15
日
（
土
）
〜

23
日
（
日
）

※
10
月
17
日
（
月
）
休
館

●

観
覧
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

※
21
日
は
午
後
７
時
ま
で

【
武
雄
会
場
】

●

会
　
場

武
雄
市
文
化
会
館

●

期
　
間

10
月
28
日
（
金
）
〜

11
月
３
日
（
木
・
祝
日
）

●

観
覧
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

※
最
終
日
は
各
会
場
と
も
に
午
後

４
時
半
ま
で

●

観
覧
料
（
各
会
場
共
通
）

▽
大
　
人
　
　
２
１
０
円

▽
大
学
生
な
ど
１
０
０
円

▽
高
校
生
以
下
・
障
害
者
は
無
料

【
准
看
護
科
】

●

募
集
人
員

35
人

●

修
業
年
限

２
年

●

受
験
資
格

中
学
校
卒
業
以
上

の
学
歴
を
有
す
る
人

●

願
書
受
付

《
前
期
》
10
月
24
日
〜
11
月
４
日

《
後
期
》
平
成
18
年
２
月
20
日
〜

３
月
２
日

●

試
験
科
目

数
学
、
理
科
、
国

語
、
作
文
、
面
接

●

試
験
日

《
前
期
》
11
月
12
日
（
土
）

《
後
期
》

平
成
18
年
３
月
７
日
（
火
）

※
い
ず
れ
も
午
前
８
時
45
分
集
合

●

試
験
会
場

伊
万
里
看
護
学
校

【
看
護
科
】

●

募
集
人
員

40
人

●

修
業
年
限

３
年
（
２
年
課
程
昼
間
定
時
制
）

●

受
験
資
格

①
中
学
校
卒
業
者
で
、
准
看
護
師

免
許
取
得
後
３
年
以
上
看
護
業

務
に
従
事
し
て
い
る
人

②
高
等
学
校
卒
業
者
で
、
准
看
護

師
免
許
取
得
者
（
平
成
18
年
３

月
免
許
取
得
見
込
み
の
人
）

●

願
書
受
付
期
間

平
成
18
年
１
月
10
日
〜
20
日

●

試
験
科
目

国
語
、
作
文
、
面
接
、
専
門
科

目
（
人
体
の
仕
組
み
と
働
き
・

基
礎
看
護
・
成
人
看
護
）

●

試
験
日

平
成
18
年
１
月
28
日
（
土
）

※
午
前
８
時
45
分
集
合

●

試
験
会
場

伊
万
里
看
護
学
校

●

問
合
先

伊
万
里
看
護
学
校

（
1
@3
８
４
１
０
）

し
け
ん

伊
万
里
看
護
学
校

佐
賀
県
美
術
展
覧
会

出

品

作

品

募

集
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人のうごき
平成17年８月１日現在
●人口　59,200人　（－ 15）

男　28,257人　（－ 13）
女　30,943人　（－ 2）

●世帯　20,890世帯（＋ 9）
（ ）は前月比

編

集

室

か

ら

広報　　　　　 2005-9
■発行日／平成17年９月１日
■発行編集／伊万里市情報広報課広報係

(0955)23-2111
〒848-8501佐賀県伊万里市立花町1355番地1

■伊万里市のホームページ
http://www.city.imari.saga.jp/

■印　　刷／山口印刷株式会社

まるごと伊万里運営協議会事務局　牲090-5475-7356

㌔

中国大連市 瀋
しん

毅
き

さん

故郷
ふるさと

・伊万里から遠く離れて仕事などに頑張っている伊万里出身者がいらっしゃいます。
また「伊万里」という語感が好きで、これを店名にされているお店なども数多くあります。
このコーナーでは「伊万里」と縁が深いみなさんのお便りをご紹介します。

『薦好
ニイハオ

伊万里・ 再見
ザイヂエン

伊万里』

７
月
か
ら
の
『
屋
台
村
』
で
伊
万
里
の
人
た

ち
は
夜
遊
び
慣
れ
を
し
た
の
か
『
ど
っ
ち
ゃ
ん

祭
り
』
は
た
い
へ
ん
な
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

楽
し
か
っ
た
イ
ベ
ン
ト
に
も
準
備
や
後
片
付

け
を
す
る
人
た
ち
の
見
え
な
い
部
分
の
苦
労
が

あ
り
ま
す
が
、
参
加
し
た
人
た
ち
の
『
よ
か
っ

た
、
楽
し
か
っ
た
』
と
い
う
言
葉
で
救
わ
れ
ま

す
。
当
た
り
前
の
事
で
す
が
、
参
加
し
た
と
き

は
、
お
お
い
に
楽
し
み
な
が
ら
も
、
ゴ
ミ
を
捨

て
な
い
な
ど
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
誰
も
が
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。（
Ｓ
）




